
奈
良
・平
城
京
左
京
二
条
四
坊
二
坪
　
　
　
　
　
２

所
在
地
　
　
　
奈
良
市
法
蓮
町

調
査
期
間
　
　
一
九
八
八
年

（昭
６３
）
七
月
を

一
〇
月

発
掘
機
関
　
　
奈
良
市
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
中
井
　
公

・
鐘
方
正
樹

遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
を
鎌
倉
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

当
該
地
は
平
城
京
左
京
二
条
四
坊
二
坪
の
北
半
部
に
あ
た
り
、
西
は
東
三
坊

大
路
に
、
東
は
二

・
七
坪
坪
境
小
路
に
、
北
は

一
。
二
坪
坪
境
小
路
に
接
し
て

い
る
。
検
出
遺
構
の
大
半
は
奈

良
時
代
か
ら
平
安
時
代
初
期
ま

で
の
も
の
だ
が
、
平
安
時
代
後

期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
に
ま
で

下
る
も
の
も
あ
る
。

奈
良
時
代
の
遺
構
に
は
、　
一

・
二
坪
坪
境
小
路
、
掘
立
柱
塀

六
条
、
掘
立
柱
建
物

一
九
棟
、

井
戸
九
基
が
あ
り
、
重
複
関
係

54321

(奈 良)



や
配
置
及
び
出
土
遺
物
な
ど
か
ら
大
き
く
五
時
期
に
区
分
で
き
る
。
注
目
さ
れ

る
の
は
条
坊
遺
構
の
存
廃
を
と
も
な
う
遺
構
変
遷
が
確
認
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
奈
良
時
代
前
半
に
は
、
調
査
地
の
二
坪
を
含
め
、
敷
地
が
隣
接
す

る

一
・
七

・
八
坪
に
お
よ
ぶ
四
町
域
規
模
の
役
所
な
い
し
は
邸
宅
が
存
在
し
た

可
能
性
が
高
い
。
つ
い
で
奈
良
時
代
中
頃
に
な
る
と
、
坪
境
小
路
を
設
け
て
、

二
坪
と
北
隣
の
一
坪
と
が
別
個
に
使
用
さ
れ
た

一
時
期
が
あ
る
。
そ
の
後
奈
良

時
代
後
半
に
は
、
坪
境
小
路
を
廃
し
て
、
再
度

一
。
二
坪
が

一
体
と
な
っ
た
二

町
域
規
模
以
上
の
役
所
な
い
し
は
邸
宅
の
存
在
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

木
簡
が
出
上
し
た
の
は
奈
良
時
代
前
半
の
井
戸
か
ら
で
あ
る
。
井
戸
は
四
町

域
の
敷
地
内
の
中
心
建
物
群
を
囲
む
と
み
ら
れ
る
塀
の
外
（西
）
側
に
掘
ら
れ
て

お
り
、
東
西
五

・
Ｏ
ｍ
、
南
北
四

・
六
ｍ
の
大
き
な
隅
丸
方
形
掘
形
を
も
ち
、

深
さ
は
二

・
六
ｍ
あ

っ
た
。
枠
は
抜
取
ら
れ
て
お
り
、
井
戸
底
に
は
木
灰
が
薄

く
敷
か
れ
て
い
た
。
ほ
か
に
は
土
器
片
が
若
千
出
土
し
た
だ
け
で
あ

っ
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

〔美
〕

⑪
　
。
「
＜
□
濃
国
牟
義
郡
稲
朽
郷
□
□
里
＜
」

。
「
＜
　
　
　
□
□
□
□
　
　
　
　
　
＜
」

　

〕ｏ貸
ｅ
Ｘ
Ｎ
霞

９
　
関
係
文
献

奈
良
市
教
育
委
員
会

『
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要
報
告
書
　
昭
和
６３
年

度
』
盆

九
八
九
年
）

（中
井
　
公
）

1988年 出上の木簡

２




